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研究室活動

＜ 2015年＞

4月 2日 社会福祉学分野２年生オリエンテーション、大学院入学生オリエンテーション

5月 28日 修士論文指導会

「高次脳機能障害者の家族ケアにおける課題と考察」（報告者：菅野紗穂里）

「デスカンファレンスにおけるリフレクティング・プロセスの応用可能性に関す

る実践研究」（報告者：保坂ゆり恵）

「韓国老人長期療養保険制度におけるケアマネジメント制度の導入及び運営に関

する考察」（報告者：崔瑛旻）

6月 11日 分野研究会

「貧困の測定：マーケット・バスケットから相対的貧困へ、そして、再びマーケ

ット・バスケットへ」（報告者：阿部彩））

7月 9日 社会福祉士国家試験オリエンテーション及び学内模擬試験

7月 19日 第 1回大学説明会、大学院説明会

7月 23日 博士論文中間報告会

「わが国の社会福祉援助論におけるセルフ・ヘルプグループ研究の展開と展望」

（報告者：津久井康明）

8 月 16日 第 2 回大学説明会

9月 28日・29日 大学院博士前期課程・外国人特別学生入学試験

10月 8日 修士論文指導会

「韓国老人長期療養保険制度におけるケアマネジメント制度の導入及び運営に関

する考察」（報告者：崔瑛旻）

「マーサ・C・ヌスバウムのケイパビリティ・アプローチの検討」（報告者：風

藤良太）

「多職種デスカンファレンスにおけるリフレクティング・プロセスの応用可能性

に関する実践研究」（報告者：保坂ゆり恵）

10月 13日 第 1回所属決定ガイダンス

10月 29日 卒業論文中間報告会

11月 6日 第 2回所属決定ガイダンス
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11月 21日 講演会・社会福祉学分野同窓会

基調講演「高齢者の孤立と見守りネットワークについて」（小林良二）

報告「生活困窮者支援をどう考えるか」（報告者：岡部卓）

「高齢者の貧困と社会的排除」（報告者：和気純子）

「社会的孤立と貧困を考える」（報告者：阿部彩）

11月 26日 研究生入学試験

12月 3日 院生報告会

「旧身体障害者療護施設における自治会運動」（報告者：須田真介）

「介護保険制度におけるケアマネジメント」（報告者：葉千佳）

「ＤＶ被害女性の住居保障」（報告者：東景子）

＜ 2016年＞

1月 12日 修士論文提出日

1月 5日 卒業論文ガイダンス（3年生対象）

1月 13日 卒業論文提出日

2月 3日 博士論文公聴会

「介護保険制度にみる福祉の市場化の影響に関する日韓比較研究」（報告者：

崔仙姫）

2月 3日 修士論文審査会（口頭試問）

「韓国老人長期療養保険制度におけるケアマネジメント制度の導入及び運営に関

する考察」（報告者：崔瑛旻）

「マーサ・ヌスバウムによる障害へのケイパビリティ・アプローチについて」（報

告者：風藤良太）

「多職種デスカンファレンスにおけるリフレクティング・プロセスの実践研究」

（報告者：保坂ゆり恵）

「高次脳機能障害者の地域生活における家族ケア」（報告者：菅野紗穂里）

2月 10日 卒業論文発表会（公開審査会）

2月 16・17日 大学院博士前期課程・後期課程入学試験

2月 20日 田原寛君を偲ぶ会

3月 24日 卒業式・学位授与式
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学生・院生の研究活動 

【卒業論文リスト】（学修番号順） 

新谷 侑平：兵庫県豊岡市の各地区における高齢者向け配食サービスの実施状況の調査 
高橋 真歩：東日本大震災被災地の自治体の復興計画の比較検証 
中山 知星：母親の就業継続を可能にする環境要因についての考察 
吉岡 薫人：公的年金制度の歴史から考える世代間格差問題と解決策の検討 
湯浅 誠一郎：住宅金融政策の課題と展望～スクラップアンドビルド問題を通じて 
吉田 真菜：ディズニープリンセス映画に見る”プリンセス像”の変化 
清水 里江：若者支援の在り方を地域若者サポートステーションから考える 
菊地 駿介：人口減少社会におけるニュータウンの持続可能な開発～ユーカリが丘ニュータウン

を参考に 
関口 祥子：チャリティを定着させるには必要なことは何か～繰り返されるチャリティブームか

ら考える 
藤ノ木 美咲：西葛西に住むインド人～子どもの教育、言語、日本人との交流 
大畠 愛実：福祉施設の労働者の労働意欲は、視覚的デザインによって高まるのか 
並木 一徳：精神障害者の退院支援における院内精神保健福祉士のソーシャルワーク実践 
小澤 達矢：社会的投資戦略としての教育と公的支出の軌跡 
山角 直史：生活保護ケースワーカーと相談援助技術～社会福祉士資格の保持や社会福祉学の学

習の観点から 
六田 志穂：子どもの学習支援事業におけるボランティアの役割とサポート体制～実施団体とボ

ランティアへのインタビュー調査を通して 
大槻 夏美：性の差異と多様性を認め合う社会へ～同性愛者を例に考える 
田下 はるな：母子家庭の就業支援について 
瀬尾 緑 ：地域包括ケアシステムへの医療ソーシャルワーカーの参加のあり方 
森越 晴菜：企業における男性の両立支援～育児休業制度 
髙橋 遼平：存廃両例の比較から見たコミュニティバス導入過程の検証 
岩崎 光紘：大学生のインターネット利用実態とインターネット依存傾向を生み出す諸要因     
依田 彩那：授乳を行う母親は社会からどのような影響を受けるのか～異なる時代背景を持つ母

親へのインタビュー調査から 
矢島 薫：現代日本における納税について考える～納税者教育の可能性 
柴田 愛実：地域福祉と地域創生におけるネットワーク形成とその異同について 
鄭 我榮：介護職における感情労働と職場づくり 
秋山 広慈：これからの「生活支援サービス」の在り方について～営利企業の可能性を考える～ 
佐久間 陽一：子どもの貧困と教育格差 
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修士論文

崔瑛旻 「韓国老人長期療養保険制度におけるケアマネジメント制度の導入及び運営に関

する考察」

風藤良太「マーサ・ヌスバウムによる障害へのケイパビリティ・アプローチについて」

保坂ゆり恵「多職種デスカンファレンスにおけるリフレクティング・プロセスの実践研究」

菅野紗穂里「高次脳機能障害者の地域生活における家族ケア」
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博士論文
崔仙姫 「介護保険制度にみる福祉の市場化の影響に関する日韓比較研究」
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教員の研究活動

１ 論文・書籍等

・近藤尚己・阿部彩「貧困と社会的排除」川上憲人・橋本英樹・近藤尚己編著

『社会と健康：階層化の実態健康の社会格差』東京大学出版会，2015 年 4 月 

・阿部彩「貧困率の男女格差：30 年間を経て」『女性白書 2015』日本婦人団体

連合会編, 2015 年 8 月 

・阿部彩「子どもの自己肯定感の規定要因」埋橋孝文・矢野裕俊編著『子ども

の貧困／不利／困難を考えるⅠ－理論的アプローチと各国の取組み』ミネルヴ

ァ書房, 2015 年 8 月  

・阿部彩「子どもの貧困とは何か」『世界の児童と母性』第 79 号, 2015 年 10

月

・阿部彩「子どもの健康格差はなぜ起こる？」『チャイルドヘルス』Vol.18 No.11 , 

2015 年 10 月 

・岡部卓編著『生活困窮者自立支援ハンドブック』中央法規出版 2015 年 6 月

・岡部卓・六波羅詩朗編著『新・社会福祉士養成講座 16 低所得者に対する支

援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月

・岡部卓・新保美香編著『社会福祉学習双書第 7巻 公的扶助論』（2016 年度版）

全国社会福祉協議会 2016 年 2 月 

・岡部卓「はじめに」『生活困窮者自立支援ハンドブック』中央法規出版 2015.6 

・岡部卓「第 1章 貧困・低所得者問題とその対策」『生活困窮者自立支援ハン

ドブック』中央法規出版 2015 年 6 月 

・岡部卓「第 2章 生活困窮者自立支援法の制定に至る経緯」『生活困窮者自立

支援ハンドブック』中央法規出版 2015 年 6 月

・岡部卓・三浦元「第 4章 生活困窮者自立支援の内容」『生活困窮者自立支援

ハンドブック』中央法規出版 2015 年 6 月

・岡部卓・三浦元「第 5章 生活困窮者自立支援の手順」『生活困窮者自立支援

ハンドブック』中央法規出版 2015 年 6 月

・岡部卓「第 6章 関係部署・関係機関等との連携」『生活困窮者自立支援ハン

ドブック』中央法規出版 2015 年 6 月 

・岡部卓「おわりに」『生活困窮者自立支援ハンドブック』中央法規出版 2015

年 6 月 
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・岡部卓「特集 2生活困窮者支援を問う『生活困窮者自立支援制度をどうみる

か―事業の観点から』」『都市問題』8月号 後藤・安田記念東京都市研究所 

2015 年 8 月 

・岡部卓「Ⅳ 社会福祉・教育学」広瀬肇監修 岩田誠也編『言語聴覚士テキ

スト第判』医歯薬出版 2015 年 10 月 

・岡部卓「第 1章 公的扶助の概念」『新・社会福祉士養成講座 16 低所得者に

対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月 

・岡部卓「第 2章 貧困・低所得者問題と社会的排除」『新・社会福祉士養成講

座 16 低所得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016

年１月 

・岡部卓「第３章第３節 貧困・低所得者対策の動向」『新・社会福祉士養成講

座 16 低所得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016

年１月 

・岡部卓「第４章 生活保護制度の仕組み」『新・社会福祉士養成講座 16 低所

得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月 

・岡部卓「第５章 最低生活保障水準と生活保護基準」『新・社会福祉士養成講

座 16 低所得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016

年１月 

・岡部卓「第６章 生活保護の動向」『新・社会福祉士養成講座 16 低所得者に

対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月 

・岡部卓「第７章第１節 低所得者対策の動向」『新・社会福祉士養成講座 16 

低所得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月 

・岡部卓「第 10 章第 1節 自立とは何か」『新・社会福祉士養成講座 16 低所

得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版 2016 年１月 

・岡部卓「第 10 章第２節 自立支援プログラムの位置づけ」『新・社会福祉士

養成講座 16 低所得者に対する支援と生活保護制度』（第 4版）中央法規出版

2016 年１月 

・岡部卓「（巻頭言）個人・地域へのまなざし、問われる支援―生活困窮者自立

支援法を通してー」『コミュニティソーシャルワーク』第 16 号 日本地域福祉

研究所 中央法規出版 2016 年 1 月  

・岡部卓「第 5章 生活保護」『生活支援と社会保障―社会福祉と社会保障』メ

ディカ出版 2016 年 3 月 

・岡部卓「第 6章 公的扶助」福田素生著者代表『系統看護学 社会福祉』医

学書院 2016 年 2 月 

・岡部卓「第 1章 現代社会と公的扶助」共編著『社会福祉学習双書第 7巻 公

的扶助論』全国社会福祉協議会 2016 年 2 月 
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・岡部卓「第 2章 生活保護制度の概要」共編著『社会福祉学習双書第 7巻 公

的扶助論』全国社会福祉協議会 2016 年 2 月 

・岡部卓「第 4章 低所得者施策の概要」共編著『社会福祉学習双書第 7巻 公

的扶助論』全国社会福祉協議会 2016 年 2 月 

・岡部卓「第 5章 ホームレス状態にある人々の支援」共編著『社会福祉学習

双書第 7巻 公的扶助論』全国社会福祉協議会 2016 年 2 月 

・岡部卓「資料編」共編著『社会福祉学習双書第 7巻 公的扶助論』全国社会

福祉協議会 2016 年 2 月 

 

・長沼葉月「援助関係の形成が困難なケースに対する相談援助面接技法の研修

プログラムの開発」人文学報 512－3 社会福祉学 32、2016 年 

・長沼葉月「私はいつ「ジリツ」したのだろうか？──ソーシャルワーカーと

しての自覚の芽生えと責任の育ちを振り返って」『ソーシャルワーカーのジリツ

―自立・自律・而立したワーカーを目指すソーシャルワーク実践』所収．生活

書院 2015 年 

・長沼葉月【観点】学校からの報告（11）スクールソーシャルワーカー：派遣

型非常勤スクールソーシャルワーカーとして考えたこと.子どもの心と学校臨

床第 14 号 pp117-124（2016 年刊行予定） 

 

・堀江孝司「『右傾化』をめぐる意識の検証――世論調査のデータから――」『経

済科学通信』No. 137、2015 年 

・堀江孝司「労働供給と家族主義の間－安倍政権の女性政策における経済の論

理と家族の論理－」人文学報 512－3、社会福祉学 32、2016 年 

 

・室田信一「地域のセーフティネットの構築」岡部卓編著『生活困窮者自立支

援ハンドブック』中央法規、2015 年 6 月 30 日、103-117 

・室田信一「アメリカ」埋橋孝文・矢野裕俊編著『子どもの貧困/不利/困難を

考えるⅠ−理論的アプローチと各国の取組み』ミネルヴァ書房、2015 年 8 月 10

日、169-188 

・室田信一「地域包括ケアシステムの〈ロジック〉を考える」『月刊自治研』vol.57, 

No. 674、2015 年 11 月 5 日、50-58 

・室田信一「教育の不利」圷洋一・金子充・室田信一著『問いからはじめる社

会福祉学〜不安・不利・不信に挑む』有斐閣、2016 年 1 月 10 日、85-104 

・室田信一「健康の不利」圷洋一・金子充・室田信一著『問いからはじめる社

会福祉学〜不安・不利・不信に挑む』有斐閣、2016 年 1 月 10 日、105-125 

・室田信一「参加の不利」圷洋一・金子充・室田信一著『問いからはじめる社
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会福祉学〜不安・不利・不信に挑む』有斐閣、2016 年 1 月 10 日、127-147 

・室田信一「生活支援サービスと住民活動」『月刊自治研』vol.58, No. 677、

2016 年 2 月 5 日、62-66 

 

・崔仙姫・㝢菊姫・和気純子「介護保険制度における福祉の市場化による影響

の日韓比較研究―提供機関への自記式質問紙調査を通して―」『社会福祉学』 

日本社会福祉学会 Vol.54-4. 2016 年 2 月 

・和気純子「第 1章第 1節：高齢者の社会的理解」「第 1章第 4節：高齢者の総

合的理解」「第 9章：高齢者支援の実際」「第 10 章第 2節：専門職の倫理」川

廷宗之・高橋信幸・和気純子編集委員『高齢者の支援と介護保険制度』中央

法規出版、2016 年 3 月 

・和気純子「第 9 章：サービス利用」岩田正美・大橋謙策・白澤正和編『現代

社会と福祉』ミネルヴァ書房、2016 年 3 月 

・和気純子「高齢者への就労支援」朝日雅也・布川日佐史編『就労支援』ミネ

ルヴァ書房、2016 年 3 月 

 

２ 調査報告・書評・その他学術成果物 

・阿部彩「書評：山田篤裕・布川日佐史・『貧困研究』編集委員会編『最低生活

保障と社会扶助基準』」『貧困研究』Vol.14, 2015 年 7 月 

・阿部彩「【経済教室】貧困の連鎖止められるか(下)：公教育の立て直しが急務」

日本経済新聞、2015.12.29, 2015 年 12 月 

・阿部彩（2015）「【経済教室】格差を考える（下）：対立避け社会の連帯を」日

本経済新聞 2015.2.12, 2015 年 2 月 

・阿部彩「同情するなら対策を」『経済を見る眼』週刊東洋経済，2015.4.4号，

2015年4月 

・阿部彩「高齢男性の孤立と幸福度」『経済を見る眼』週刊東洋経済，2015.5.30

号，2015年5月 

・阿部彩「「ニッポンの貧困」について知っていますか?--6人に1人が"相対的

貧困"」『マイナビニュース』2015.5.26，2015年5月 

・阿部彩「なぜ「相対的貧困」は恐ろしいのか!?--"負け組"も"勝ち組"も「し

んどい」」『マイナビニュース』2015.6.8，2015年6月 

・阿部彩「貧困は、経済のグローバル化で「仕方がない」！？」『マイナビニ

ュース』2015.6.16，2015年6月 

・阿部彩「貧困測定の新しい法則」『経済を見る眼』週刊東洋経済，2015.7.18

号，2015年7月 
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・阿部彩「生活保護は「恥」ではない」『マイナビニュース』2015.7.7，2015

年7月 

・阿部彩「貧困の「悪者探し」ややめよう—結局、全国民が負担するしかない」

『マイナビニュース』2015.7.27，2015年7月 

・阿部彩「今、なぜ「下流老人」なのか」『経済を見る眼』週刊東洋経済、2015.9.12

号，2015年9月 

・阿部彩「高齢化、長期化する子育て」『経済を見る眼』週刊東洋経済，2015.10.31

号，2015年10月 

・阿部彩「「食」にあらわれる日本の子どもの貧困」『給食ニュース』第1652

号付録，少年写真新聞社、2015.11.8号，2015年11月 

・阿部彩「貧困の子どもの生活」『給食ニュース』第1655号付録，少年写真新

聞社，2015.12.8号，2015年12月 

・阿部彩「「社会的包摂政策」を今こそ」『経済を見る眼』週刊東洋経済，2015.12.19

号，2015年12月 

 

・安藤藍「社会福祉専門職」202-203，「障害児と里親制度」226-227（安藤隆男・

藤田継道・編『よくわかる肢体不自由教育』ミネルヴァ書房．2015 年） 

・安藤藍「里親と里子」「育児放棄」（比較家族史学会編『現代家族ペディア』

弘文堂 2015 年） 

・安藤藍「養育里親と子ども」（山崎あけみ・原礼子編『看護学テキスト NiCE 

家族看護学改訂第 2版 19 の臨床場面と 8つの実践例から考える』南江堂 2015

年） 

 

・岡部卓・小林理・西村貴之・鈴木忠義・西村貴直・松本一郎『平成 27 年度 生

活保護受給世帯における子どもの進路選択に関する研究―フォローアップを

通じて』(研究代表者 岡部卓)平成 27 年度科学研究費補助金 基盤研究（Ｂ）

（研究代表者 岡部卓）2016 年 3 月 

・新保美香・岡部卓・志村久仁子『平成 27 年度 生活保護自立支援プログラム

評価方法に関する研究会報告』科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ）（研究代表

者 新保美香）2016 年 3 月 

・小林理・岡部卓・西村貴之『生活保護受給有子世帯の生活・養育の課題と就

学・進学支援についての基礎的研究』平成 26 年度科学研究費補助金 基盤研

究（Ｃ）（研究代表者 小林理）2016 年 3 月 

・岡部卓（書評）「後藤広史著 『ホームレス状態からの「脱却」に向けた支援

―人間関係・自尊感情・「場」の保障』『福祉社会学研究 12』福祉社会学会 東

信堂 2015 年 5 月 
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・岡部卓「貧困」他 16 項目執筆『社会福祉学学習双書 2015 第 16 巻 学びを深

める福祉キーワード集』全国社会福祉協議会 2016 年 3 月 

・岡部卓『キャリアを切り拓く 大学院 通信制大学 2016』朝日新聞出版 

2015 年 8 月 

・岡部卓「特集 座談会 生活困窮者自立支援の取り組み～現状と課題」『生活

と福祉』717 号 全国社会福祉協議会 2015 年 12 月 

 

・堀江孝司「書評 ＮＨＫスペシャル『メルトダウン』取材班著『福島第一原

発事故 7つの謎』」『生活経済政策』第 221 号、2015 年 

・堀江孝司「報告 安倍政権の高支持率と民主党の課題」『生活経済政策』第 226

号、2015 年 

 

・室田信一「Corey S. Shdaimah, et. al.著 “Change Research: A Case Study 

on Collaborative Methods for Social Workers and Advocates,” Columbia 

University Press」『ソーシャルワーク研究』vol. 41, No.1、2015 年 4 月 30 日、

80-84 

・室田信一「山田宣廣著『住民主導の地域福祉理論』」『福祉社会学研究』12、

2015 年 5 月 20 日、101-104 

・室田信一・石黒みどり・石川貴美子・大澤由香・橋本敦士・杉浦敦子・井上

信宏「現場力を地域包括ケアにつなぐために」『月刊自治研』vol. 57, No. 673、

2015 年 10 月 5 日、16-25 

・室田信一『地域におけるワーカー配置政策の国際比較研究報告書』日本学術

振興会科学研究費補助金若手（B）研究課題番号 25780338 

 

・矢嶋里絵「障害年金不支給決定取消請求事件」意見書、2016 年 1 月、東京地

方裁判所提出 

・矢嶋里絵「介護事故と施設の損害賠償責任（東京地方裁判所判決平成 24 年３

月 28 日）」岩村正彦他編『社会保障判例百選』有斐閣、2016 年 

･矢嶋里絵「書評 秋元美世・平田厚著 社会福祉と権利擁護－人権のための理

論と実践」『社会保障法』第 31 号、日本社会保障法学会、2016 年 

 

・白澤政和・和気純子ほか『大学教育の分野別質保証のための教育課程編成上

の参照基準－社会福祉学分野』日本学術会議社会学委員会・社会福祉学分野

の参照基準検討分科会 2015 年 9 月 

 

３ 学会発表（講演会）等 
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・Abe, Aya“State of Child indicators research in Japan” Symposium on Child 

Indicators, Soul, Korea, 2015年5月 

・阿部彩「特別講義：子どもの貧困」平成27年度初任行政研修，人事院公務員

研修所，2015年5月 

・阿部彩「母子世帯の貧困の現状」厚生労働省雇用均等・児童家庭局ヒアリン

グ，厚労省，2015年5月 

・阿部彩「子どもの貧困の現状と政府の貧困削減効果」日本公共政策学会，京

都府立大学，2015年6月 

・阿部彩「経済的に困難な状況にある児童・生徒への教育支援を考える」東京

学芸大学CCSSフォーラムVol.1，東京学芸大学，2015年6月 

・阿部彩「子どもの貧困」首都大学東京オープンユニバーシティ，2015年6月 

・阿部彩「子どもの貧困」下関市小児科医会講演会，下関グランドホテル，2015

年7月 

・阿部彩「子どもの貧困ゼロ社会をめざして」2015大阪教組教研全大会，大阪

教職員組合，大阪市中央公会堂，2015年7月 

・阿部彩「日本の貧困って、いったいなに？」津田塾大学公開講座「総合」，

津田塾大学，2015年7月 

・阿部彩「子どもの貧困政策の動向と健康格差」医療科学研究所医療経済研究

会（第４回），医療科学研究所，2015年7月 

・阿部彩「政策セッション「子どもの貧困を考える」」維新の会地方議員研修

会，衆議院第一議員会館，2015年8月 

・阿部彩「子どもの貧困の解決に向けて」日本UNICEF協会主催「SDGs 記者セミ

ナー」，ユニセフハウス，2015年8月 

・阿部彩「外務省女性が輝く社会に向けた国際シンポジウム“World Assembly for 

Women in Tokyo: WAW! 2015”会議小グループ会合 E-3：声を上げない人の声

を聴く」，2015年8月 

・阿部彩「子どもの貧困：現状と対策」平和と安全を考えるエコノミストの会，

日本財団，2015年9月 

・阿部彩「子どもの貧困」横浜市市会 孤立に対する社会づくり特別委員会，

横浜市議会，2015年9月 

・阿部彩「子どもの貧困を考える―子どもの居場所としての役割―」足立区・

子どもの貧困対策担当課，足立区役所庁舎ホール，2015年10月 

・阿部彩「子どもの貧困：生活協同組合ができること」日本生活協同組合，主

婦会館プラザエフ，2015年10月 

・阿部彩「子どもの貧困の現状と対策」前橋ユニセフ協会特別講演会，前橋商

工会議所，2015年10月 
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・阿部彩「子どもの貧困の現状と対策」東京都福祉保健財団平成２７年度在宅

福祉・保健医療サービス指導者研修， 東京都社会福祉保健医療研修センター,  

2015年10月 

・阿部彩「貧困が子どもの健康に及ぼす影響」佛教大学総合研究所共同研究「「脱

貧困」戦略の構築－共生社会のグランドデザイン」プロジェクト『貧困と子ど

もの健康シンポジウム』，キャンパスプラザ京都，2015年11月 

・阿部彩「家族の貧困を考える～子どもの貧困、女性の貧困を中心に～」特別

区人事・厚生事務組合，東京区政会館，2015年11月 

・阿部彩「しんどい思いの子どもたちに私たちができること～貧困を＜知るこ

と＞から踏み出す「一歩」～」つくば市民大学， 2015年11月 

・阿部彩「子どもの貧困の生活実態と動向」RISTEX『養育者支援によって子ど

もの虐待を低減するシステムの構築：キックオフ・ミーティング』JST東京本部

別館，2015年12月 

・阿部彩「子どもの貧困の現状」特別区職員研修所『地方自治をめぐる課題研

修会』，特別区職員研修所，2015年12月 

・阿部彩「子どもの貧困と学校ができること」八王子市教育委員会 平成27年

度生活指導主任研修会，八王子教育センター，2016年1月 

・阿部彩「子どもの貧困解消に向けた具体策」経済同友会「第147回（2015年度

第6回）TCER セミナー」，日本工業倶楽部，2016年1月 

・阿部彩「子どもの貧困」横浜市教育委員会 人権啓発講演会，横浜市教育委

員会事務局，2016年1月 

・阿部彩「子どもの貧困問題について」群馬県民生委員児童委員協議会 平成

27年度主任児童民生委員研修会，群馬県社会福祉総合センター8階 大ホール，

2016年2月 

・阿部彩「子どもの貧困を考える ～協同組合として私たちが出来ること～」

神奈川生協「第1回地区推進委員交流会」，パルシステム神奈川ゆめコープ本部

ビル，2016年2月 

・阿部彩「子どもの貧困」法テラス，2016年2月 

 

・岡部卓「生活福祉資金貸付制度の意義と役割」東京都社会福祉協議会 生活

福祉資金新任職員研修会「基本研修」2015 年 4 月  

・岡部卓「貧困をどうとらえ、どう立ち向かうか～貧困問題と社会保障制度～」

『市民のための自治入門セミナー』首都大学東京オープンユニバーシティ特

別講座 2015 年 5 月 

・岡部卓「平成 27 年度 専門研修 生活保護ケースワーカー 生活保護制度」

東京都特別区職員研修 2015 年 7 月 
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・岡部卓「平成 27 年度 ウィリング横浜主催研修 専門力を高める No16 制度

を学ぶ研修Ⅳ ～生活困窮者自立支援制度～」 横浜市社会福祉協議会 2015

年 7 月 

・岡部卓「生活保護の現在と在り方を考える―生活保護基準部会報告書にもふ

れて― 『第 7回生活保護問題議員研修会 震災から 20 年 神戸で生活保護

を考える』生活保護問題対策全国会議・全国公的扶助研究会 近畿生活保護支

援法律家ネットワーク 2015 年 7 月 

・岡部卓 第 14 回「黒岩知事との“対話の広場”Live 神奈川」テーマ ともに

支えあう社会作りを目指して 第 1弾：「生活困窮」の現状と課題 神奈川県

庁舎 本庁舎 3F 大会議場 神奈川県 HP 掲載 2015 年 7 月 

・三宅雄大・岡部卓・小林理「生活保護受給有子世帯の養育者にとってのソー

シャルワーカー―A県 B市におけるインタビュー調査を通してー」日本社会福

祉学会 久留米大学 2015 年 9 月 

 

・杉野昭博「障害学の視点から見た『障がい学生支援』～歴史・現状・課題」

障害学会第 12 回大会シンポジウム１「障害学生支援と合理的配慮提供の実際－

－障害学会が貢献できること」、2015 年 11 月 7 日、関西学院大学 

 

・長沼洋一・長沼葉月：障害学生修学支援コーディネーターの活用状況に関す

る調査報告｡日本社会精神医学学会第 35 回岡山大会、2016 年 1 月 

・長沼葉月：生活保護ケースワーカーを主対象とする次世代育成研修の開発と

効果評価―家族との話し合いのスキルに焦点を当てて.日本社会福祉学会第 63

回秋季大会 

・市橋香代、植村太郎、白木孝二、長沼葉月:オープンダイアローグについてオ

ープンに対話する会.日本家族研究・家族療法学会東京大会、2015 年 9 月 

・白木孝二・長沼葉月:ポスト・ソリューションからオープン・ダイアログへ～

対話的（ダイアロジカル）な支援者になるために～Becoming 

Dialogical：Psychotherapy or a way of Life?. 

日本ブリーフサイコセラピー学会第 25 回札幌大会、2015 年 7 月 

・長沼洋一、長沼葉月、米村美奈、瀬川恵子、牧野晶哲：2014 

年度キャンパスソーシャルワーカーの活用状況調査―2010 年全国調査と比較し

て｡日本学校ソーシャルワーク学会第 10 回福岡大会、2015 年 7 月 

・長沼葉月・長沼洋一・米村美奈・瀬川恵子・牧野晶哲：キャンパスソーシャ

ルワーカーの業務評価と活動内容―管理者評価と本人の業務評価との関連から｡

日本学校ソーシャルワーク学会第 10 回福岡大会、2015 年 7 月 
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・堀江孝司 社会運動・集合行動研究ネットワーク設立シンポジウム（早稲田

大学）パネリスト（2015 年 9 月 21 日）。 

 

・室田信一「『地域包括ケアシステム研究委員会』のこれまでの取り組みについ

て」自治労 2015 年度社会保障セミナー、自治労会館、2015 年 5 月 15 日 

・室田信一「日本のマクロ・ソーシャルワークの現在形〜Social Work without 

Social Action」第 32 回日本ソーシャルワーク学会大会、日本社会事業大学、

2015 年 7 月 18 日 

・室田信一「アメリカのヘッドスタート事業から考える子どもの貧困対策と教

育」社会福祉教育・研究支援センター主催公開セミナー「子どもの貧困／不利

／困難を考える」、同志社大学、2015 年 7 月 25 日 

 

・矢嶋里絵「基調講演 障害者権利条約とわが国障がい者法の課題」東京都福
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